月惑星研究会関西支部通信　Ｎｏ．４９　　　　　　　　2006年7月9日
　火星のシーズンは終わり、木星のシーズンも終わりになろうとしている。今回は木星会議の直前ということもあって、瀧本さんを中心にプログラムについても話し合うことになった。伊賀氏は今シーズンの木星面活動の要点を整理され、発表された。
　

参加者　畑中・伊賀・柚木・福井・瀧本・安達・奥田・林　以上8名
1　近況報告

畑中　　シーイングのいい時を選んで写している。天気がいいと田阪さんから電話がかかっている。田阪さんは100枚ほど火星のスケッチを取っておられる。シーイングのいいときを狙って、視直径が小さくてもがんばっているとのこと。自分は7月一杯は仕事が忙しく大変だ。8月は遠い惑星を撮りたい。（新しいカメラのことを紹介されていましたが、安達には外国語のようでよく分かりませんでした。）
伊賀　　5月にＰＣが壊れて、作ったデータがみんなとんでしまって気が狂いそうになった。いろいろやってなんとか天文の部分だけはなんとか取り出すことができた。（ん？仕事の分は？？）滝本さんから頼まれた本を持ってきた。今日は木星の話をまとめてきた。（瀧本さん：勉強、がんばってください。）
柚木　　撮像用のノートＰＣがおかしくなってしまった。教え子のところに持っていって直してもらうことにした。（ずるう～！うらやまし～！）今年は電気系統がさっぱりで、デスクトップのＨＤがとんで、こんどはモータードライブがおかしくなって、今度はノートＰＣとなった。ええかげんにせえ！との天の声か？！もう一回火星を撮りたい。観測所はこの夏にはできると思う。自宅のリフォームをすることにした。ついでにきれいにするつもりだ。スライディングルーフにしたいと思っている。最近、ＷＥＢ　ＣＯＭという本を買った。
福井　　前回は来れなかった。1回サボると半年振りになった。日食に行きたかったが会社に却下された。憂さ晴らしにカメラを買った。コマ落ちが激しくて、どういうセッティングをするといいかをいろいろやっている。ベランダでやっているからデスクトップでやってもやれなくないので、いろいろためしてみようと思っている。（カメラについての発表もあったが、安達君には意味不明でした。ごめんなさい。）社宅が古く問題があるので、退去勧告が出た。仕方がないので駅の近くのマンションを見つけて引越しした。引越し直後、とりあえず晴れたので、まずは撮影して後は何にも手をつけず、ほったらかしにしたままになっていて、ダンボールに囲まれて生活を始めた。今度は町の中になったため、今までとは違って条件が悪くなった。（みんな仕事より惑星のことばっかりやってんのとちゃう？ｂｙ：Ａ）
瀧本　　藤川さんのところの観測所に行ってきた。１０ｃｍの双眼鏡の写真で対空の機関銃につけるようなもので、彗星捜査につかっておられる。ドイツ製のもので工作精度はすごかった。ちなみに、マイナスねじだが、締め付けたねじの溝がみんな同じ方向を向いていた。（ツアイスはみんなそうです。趣味のようにみんなそろえて！一個でも違ったらボツになるんでしょうね。それでいいから欲しい！！）冷却ＣＣＤを使おうとしておられる。山や川があっていい環境だが、時期的には光害がひどくなるそうだ。
　　　　たくま電波高専の先生が記事を見て、眼底カメラを研究中でコンタクトを取ってきた。赤外域での画像で、どんな波長がいいか研究されてはどうかということなど、いろいろアドバイスした。

　　　　木星会議は昨日、斉藤さんから申し込みを受けた。第1号だ。会長はご夫婦でおこしになるそうだ。今日は会場のパンフレットを持ってきた。自宅での観測は晴れなかったり気流が悪くなったりと何もできていない。

安達　　仕事に追い回され、睡眠もろくに取れていない。しかし、晴れると勤務時間終了後必死になって職場を離脱し、観測している。おかげで翌日は10時近くまで職場で缶詰。でも、観測をしようとがんばっているつもり。晴れない日が多く、発泡スチロールによる木星儀を作った。お試しバージョンだけれども今日は持ってきた。今度は日にちをはっきりさせたものを作るつもりだ。
奥田・林さんのお二人

ともに、タイミングがずれて、近況紹介をしていただく時間が取れなかった。
　　　無念！
2　火星の近況報告（安達）
　最終の観測は６月２１日の熊森氏の観測となった。画像では北極冠がはっきりと見られ、Deがずいぶん北を向いた様子を示している。５月３０日のHeffnerさんの画像はすばらしく、プロポンティスの暗斑がまだ写っている。分解能以上ではないかという気がするすごい画像だ。

　眼視観測は安達の５月３１日が最終となった。視直径が小さく、模様はもうほとんど見えないに等しい状態となってきた。肉眼では気流がよいと、北極冠がかろうじて確認できるが、画像にはとうてい及ばない。

シーズンの最終には、低緯度地方に良く出る氷晶雲の出現が注目されたが、視直径が小さくなってきたことや気流状態の良くなかったことが原因して、明瞭な記録は得られなかった。4月２６日のPellierさんの画像では、この氷晶雲が明瞭にとらえられている。彼は北極冠が昇華するときにできた大気中の水蒸気が関係しているようだと述べている。4月２４日のダミアンの青画像にはシルチスの上空にかろうじて見える程度で、はっきりしない。4月２２日のPellierの画像でもはっきりしなかった。よって、4月２６日にはっきりしてきたようだ。
5月31日にダミアン氏による画像で、ウートピアに明るい部分が記録されている。ダストストームの可能性が考えられたが、北極冠の周りを取り巻く暗部がかわらず黒く観測されていることから、どうも怪しいと判断したが、ダストストストームだった可能性も否定できない。
３　木星の近況（伊賀）
· ｍｉｄ―ｓｅｂ　ｏｕｔｂｒｅａｋの経過
　　　2回起こったと思っている。近年毎年のように起こっている。
　　　青い暗柱がＳＥＢの北側にたくさんあるが正体はなんだろう？

　　　過去の現象との比較から、本年の様子を整理した。（木星会議でも発表予定）
　　　白斑は一つ一つが発達したり衰退したりを繰り返しているのではないかと、思い始めている、今までは長命なものだと考えていたが、違うようだ。Ｔｕｒｎｅｒの画像にある小さな白斑が決め手になりそうだ。

　　　ＳＥＢｎの暗柱はフェストーンかもしれない。（安達）
　　　ＧＲＳの前方の擾乱部分の活動の起源はどうか？ドリフトチャートから分析してみた。どうもＧＲＳの後方の擾乱領域が、ＧＲＳの北方を通っていったように見える。

　　（プレゼンの写真を見てください。）

· ＳＳＴＢ

　　　7個の小白斑が見られる。ＢＡＡでは符号をふっている。Ａ０～Ａ６高気圧性の白斑
　　だが、低気圧性の白斑がいくつか見られている。

　　　白斑だけではなく、暗斑も含めて、低気圧高気圧の渦としてとらえている。
· ＢＡ
　　　ＧＲＳと同じ色になっていた。12月に赤い色の怪しい画像がある。ＢＡ自身はきれいな楕円形をしていると思われる。肉眼では見た人はいない。
安達は、過去にも今回のような内部が赤い白斑は出ていたのだろうが、肉眼では見えなかっただけじゃないか（記録がないところを見ると）と考えている。
　　　なぜ赤くなるのかはロジャースが考えを発表している。伊賀さんは、通過後に消えるんじゃないかと考えている。（木星会議のときにははっきりしているだろう）。
· ＥＺｓは黄色くなってきている。

　　　ＥＺｓの擾乱流域がある1系で１０度から30度くらいにあるもの（ＳＥＢ）
· フェストーン　

　　　30度おきに並んでいて、12本あるようだ。
· ＮＥＢ

　　　Ｚはバージをよく壊している。いままでは白斑を食いつぶした現象は見られなかったので、今回は注目された。緯度が若干違っている。Ｚはやや北よりで、後方から近づいてきたが、今はとまっているとロジャースが言ってきた。6月24日にはかなり近くなってきている。

しかし、メタンでも明るく写るようになった。29日にはまだマージしていないようだ。7月6日には永長氏の画像ではだるま状に見えている。マージはしなかったようだ。ここ数日間の画像がほしい。
· ＮＴＢは3年半淡化したままになっている。消える過程を動画で鑑賞した。

　　　ＮＴＢのＤｉｓｔ．が見えると復活するだろう。まずは、白斑探しになる。

· ＮＮＴＢは北側でベルトのようになりつつある。

＜＜中間休み＞＞
4　大赤斑は低気圧か高気圧か（安達）
　ＧＲＳは下からリンが上昇してきて、紫外線が当たり赤リンになって赤く色づいて見えるという。下から内部のガスが上がってくるのは、地球で言えば低気圧で、高気圧では起こらない。しかるに、大赤斑が高気圧だというのは、これいかに。ということで、参加者でディスカッションしました。
　結局分からないままで、またしても次回送りとなりました。だれか説明を出してくれませんか？
５　土星の近況（伊賀）　
　　北極が青くなった。Ｄｅが変化し、リングの下から見えるようになり、青い姿が見えてきた。青画像では白く見えていた。ナサは季節変化だろうといっている。安達も過去に肉眼観測で青く見ている。ＩＲで見ると、逆になって暗く写る。
　　これからどんな色になっていくか変化を追跡しなければならない。（だんだん赤くなるか）
６　木星会議の現状（瀧本）
　プログラムはまだ決まっていない。特に、講演が決まらない。（安達を窓口に探している）
　参加費用は一般3000円学生は2000円になっている。ぜひともさんかしてほしい。
　　現在、研究発表を募集している。（支部のかたがたで、誰か発表しませんか）1日目の終了時に懇親会を予定している。（当初のうどん屋から海鮮料理になりました）
　星ナビには案内が掲載されました。3誌にはすでに案内は送ってあり、これから出てくるのじゃないかと思います。天界は次号に掲載されます。
　主催は月惑星研究会。後援は東亜天文学会・NHK高松放送局（予定）・四国天文協会
· プログラム

・　自己紹介・記念写真

· 講演会　　依頼する（安達が担当）

· 研究発表　伊賀　堀川　安達の3人が確実。あと、機材処理関連があるだろう。
· 木星のまとめ

· 参加者　そろそろ申し込みをしてください。
７　事務連絡
· 次回例会10月22日

　　　　たくさんの参加をお願いします。

